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当社のJITマネジメントわくわく指導法
１．紙飛行機ゲーム
• 半日でTPS/Leanの神髄を理解する。
• 社長以下全マネージャーが参加。
• 小ロット生産がいかに良いかを共有
• 流れ化を体験

• 工程間が切れているといかに無駄が
発生しているかを議論

• 普段の仕事でも各部門がこんなに楽
しく会話したことがない。

２．VSMバリューストリームマップ
• チームに分かれて現場を歩き問題をみつけ
ます。

• 工程の流れに沿ってマッピングします。

• 経理役員：入社２０年になるけど今日初め
て現場を歩いた。在庫、仕掛品はお金だと
思っていた。現場歩きがこんなに楽しいと
はおもっていなかった。

• 見つけた問題、現状困っていること、書類
の流れを共有します。

３．５Whyによる問題解決訓練
• チーム毎に問題を取り上げ５Whyに
よる問題解決を積み重ねる。

• グループ写真を忘れずに

• シンガポール、カンボジアなどグ
ループ会社の役員も参加



リーンマネジメントとはお客様への価値を明確に
していくことです。即ち、品質向上とフレキシビ
リティでリードタイムを減らしていくことです。

そうすれば、お客様の注文が増え、最適な値段を
提供できるのです。

二人の日本人グル、河田教授、
鈴木雅文氏からのトヨタ生産方
式の知恵を企業文化としながら
毎日の仕事の中にも無駄の排除
を実施しています。



事例紹介

改革プロジェクトの最中も４半期ごとのBSQ、SCCCを

計りながら改革の方向性が間違っていないか？ を経
理部門からもサポートを受けながら進めました。



アモイ

アモイ

マレーシアのSMEの社長さん達の見聞録です

• ６月２６日はInternational Consultant Day
• British Coronial Building（ペナンに似ている）
• 中国とはいえども人文化はペナンと類似（これにはびっくり）
• GDPの低下にともない国内の売り上げ減少を海外輸出で補う
• 工場、設備の負荷の減少
• 海外には多品種少量に答えなくては生き残れない
• TPS, Lean Managementはみんな知っていた。
• 産・学・政の連携がみごと（マレーシアとは正反対）
• Smart工場、Digital Transformationを加速：理由は早い情報のキャッチ
と共有

• インターネット環境はマレーシアよりも良い
• 工程管理はQRコードで管理、でもWIPは多い、
• 何故、細い、速い「流れ」を作るかのアイデアは全くない
• SCCC, NCTRを短くすることのメリットには気がついていない
• アモイ島内のサプライチェーンは良い、島内のSCCCはすこぶる短い
• 他の県が絡むビジネスは大変、支払い遅延、踏み倒しもある
• 中国のSMEは国外（ベトナム、マレーシアなど）とのビジネスを加速
• NECの退職者が指導していた
• 河田先生、ESD２１の皆さん、出番です。



マレーシアのIndustry 4.0, IoT現状

今後５年間でSME１００％導入を打ち出す
現状は３２％と判断。

SME企業体はこのために様々な情報提供、や

サービスプロバイダーを紹介、現在１０社ほ
どと調整している。

行政のサポート体制が明確になってきた。

中国のプロバイダーが廉価を売り物に拡大を
はじめた。
VA Partnars社の社長（北支部長）から情報
は入ってきます。

ESD２１からの提案を待ってます



Mega Label社のビデオ紹介
概要
• 設立１９８７年 ３２年の歴史、縫製業のための印刷を始めた。
• 会社の使命は高い生産性とエネルギーの節約だけではありません、
• 人を中心にした働く場所であり、学ぶ場所でもあります。

• ２０１７年、コンサルタントと一緒にトヨタミュージアム、産業会館は私の目を大きく開くことがで
きました。

• トヨタのマネジメントコンセプトRespect HumanityはMegaのC.A.R.E.と一緒だったのです。
• 会社に帰り、流れを作ることが重要だと説明しました。
• どうやって？ ３０年の歴史を破壊するほどのインパクトです。

• 壁、天井、事務所まですべて変えるのです。私にとっても、従業員にとっても大変なプロジェクトで
した。

• 環境保護にも注目しました。LEDライト、ソーラーパネル、２０％ほどがこの電源で稼働しています。
• 大部屋やトレーニング施設も充実させました。
• 現場もオフィースもガラス張りのすべてが見えて速いコミュニケーションが大事なことを学びました。
• 人間性の尊重と勤勉さによりこれからも良いラベルとパッケージを作っていきます。

ビデオの製作目的
お客様へのPRと若い優秀な社員を集めること




